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各    位                                     平成 24年３月 27日 
 

会 社 名 株式会社イーエムシステムズ 

代 表 者 名 代表取締役社長 國光 浩三 

（コード番号 ４８２０ 東証 第二部） 

問 合 せ 先 代表取締役専務 青山  明 

（ＴＥＬ ０６－６３９７－１８８８） 

 

 
 

通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年５月 13 日に公表いたしました平成 24 年３月期の通期（平成 23 年

４月１日～平成 24 年３月 31 日）の業績予想数値を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成 24 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 

① 連結業績予想数値の修正 

           （単位：百万円）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  8,627  648 813 409  52.67

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  8,959  841 991 464  60.26

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )  332  193 177 55  

 増   減   率   （ ％ ）  3.9％ 29.8％ 21.9％ 13.6 ％  

 
（ご参考）前 期 通 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ） 
 8,202  86  318 1,149  145.34

 

② 個別業績予想数値の修正 

          （単位：百万円）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  8,535  618 886 487  62.80 

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  8,855  810 1,159  406  52.68 

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )  320  192 272  △  81   

 増   減   率   （ ％ ）  3.8％ 31.1％ 30.7％ △ 16.7 ％  

 
（ご参考）前 期 通 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ） 
 7,276    35  331  1,347

 
170.30 

 

 

２．通期の業績予想数値の修正理由 

 

当連結会計年度におきましては、ビジネスモデルを転換して４年を経て、ユーザー数も順調に増加したことから、

ストックビジネスによる安定した収益基盤が確立することができました。また、販売台数におきましては、上期に

引き続き、「Ｒｅｃｅｐｔｙ ＮＥＸＴ」の拡販に努めるとともに、第３四半期以降は医科システムの拡販にも注

力いたしました結果、第３四半期は当初見通しを下回りましたが、第４四半期は自社リプレースや新規開局のお客

様への販売が好調に推移し、当初見通しを大幅に上回る見込みとなっております。経費面におきましても、経費計

画の見直しによる支出削減を含め経費の圧縮に努めてまいりました。その結果、売上高、営業利益におきましては、

当初見通しを上回る見込みとなりました。 

一方で、当社の関連会社の株式会社メデファクトにて開発いたしました「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｒｅｃｅｐｔｙ Ｎ



 2

ＥＸＴ カルテスタイル」は、展示会やご提案先で非常に高くご評価いただいており、販売台数も月を追うごとに

増加してきておりますが、十分な機能強化を図るべく入念なフィールドテストを行った結果、リリース時期が当初

の予定より遅れてのリリースとなり、設備投資の回収にも想定以上の期間がかかる見込みとなりました。そのため、

回収可能性やこれまでの同社の業績等を総合的に勘案いたしました結果、連結業績におきましては持分法投資損失

を追加計上し、個別業績におきましては関係会社貸倒引当金繰入額を追加計上する見込みとなります。なお、金額

につきましては、確定次第速やかに公表いたします。 

 

以上の結果、連結業績におきましては、売上高は 332 百万円、営業利益は 193 百万円、経常利益は 177 百万円、

当期純利益は 55 百万円当初見通しを上回る見込みとなります。個別業績におきましては、売上高は 320 百万円、

営業利益は 192 百万円、経常利益は 272 百万円、当初見通しを上回る見込みとなり、当期純利益は 81 百万円、当

初見通しを下回る見込みとなります。 

 

（注）本資料における予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。 

予想にはさまざまな不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


